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　新型コロナウイルス感染症の世界的な流行を受け、全国の学校が３月から臨時休業とな
りました。
　現在はほぼすべての学校が全面再開していますが、今後も第２波・第３波が予測され、
再び臨時休業や分散登校となる可能性がある中、全国の先生方が、これまで通りの学校
の姿に戻るのではなく、授業や学校行事、進路指導・キャリア教育、教員の働き方などの
新しい形を模索しています。
　そこで今回は、臨時休業中の経験を振り返り、今後の教育活動にどのように生かしてい
くのか、高校教員アンケートの結果と高校の取り組みを紹介します。
　高校事例は、有志の教員が中心となって、ボトムアップでオンライン授業に取り組んだ
東京都立南平高等学校。今後の臨時休業等に備えて「学びの継続計画」の作成を進める
長野県長野高等学校。課題の出し方や授業方法を見直し、自律的に学習できる生徒の育
成を今まで以上に推進する新潟市立高志中等教育学校。2021年度大学入試が錯綜し、進
路指導計画も変更になる中、ICTも活用して情報を発信し生徒・保護者の不安解消に力を
入れている工学院大学附属中学校・高等学校の４校です。
　「変わる高校教育」としてはこの４校ですが、「臨時休業中の経験を振り返り、今後の教
育を考える」は、本号（10・11月号）全体を通したテーマです。臨時休業をきっかけに
ICTを活用した外部連携を始めるなど探究活動をさらに充実させた千葉県立佐倉高等学校
（p42：「探究のポイント」）、在宅勤務の中で学校内での情報・指導内容の共有を工夫した
奈良県立法隆寺国際高等学校（p46：「わが校の取り組み・私の工夫」）の記事と、特集「コ
ロナ禍での大学の取り組み」（p2）も合わせてご覧ください。
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学校行事や部活動に大きな影響
中長期的には経済状況の悪化も懸念

　まず、新型コロナウイルスの感染拡大や臨時休業に

よって特に大きな影響が出ていることについて、現時点

（７～８月）と中長期（今年度末～今後数年）に分け、そ

れぞれ５つまで選択してもらった＜図表１＞。

　「現時点」について最も多くの先生方が選択したのは

「学校行事」で、「部活動」「進路指導・進学指導」「教科

や総合的な探究の時間の指導」と続く。「中長期」につ

いては、上記４項目に加えて「経済状況の悪化」が多い。

　自由記述を見ると、「学校行事」「部活動」については

中止や延期、規模の縮小、内容の変更や、それに伴う生

徒の精神的な影響に関するコメントが見られる。

　「進路指導・進学指導」については、オープンキャン

パスや模擬試験の公開会場実施の中止による指導への影

響、学校推薦型選抜・総合型選抜の指導などが挙がる。

　「教科や総合的な探究の時間の指導」については、遠

隔授業（後述）や、探究活動へのICTの活用（具体例は

p42の千葉県立佐倉高等学校の記事を参照）などがあっ

た。いくつか先生方の記述を見ていこう。

　ガイドライン編集部では７月下旬から８月にかけて、臨時休業の教育活動への影響や遠隔授業の取り組み、今後の教育
改善への活用などについて、高校教員を対象にアンケート（注）を実施した。結果の一部を紹介する。
　なお、ガイドライン７・８月号には、５～６月時点の高校教員アンケートの結果も掲載している。そちらもご参照いただきたい。

Par t  1 高校教員アンケートより

＜図表１＞新型コロナウイルスの感染拡大や臨時休業の
特に大きな影響（n=237）

項目名 ①現時点 ②中長期 ②-①

学校行事 92% 62% -30%

部活動 71% 41% -30%

進路指導・進学指導 54% 54% 0%

教科や総合的な探究の時間の指導 46% 34% -12%

生徒の学習習慣や生活習慣 37% 29% -8%

クラスづくりや、生徒との人間関係の形成 37% 27% -10%

ＩＣＴ環境の整備 25% 31% 6%

生徒のメンタルケア、ヘルスケア（食生
活や病気など） 24% 27% 2%

教員の勤務・メンタルケア 22% 27% 5%

経済状況の悪化 11% 38% 27%

学校内での情報・指導内容の共有化 8% 12% 5%

保護者への対応 7% 9% 2%

その他 0% 0% 0%

感染拡大や臨時休業の影響

学校行事・部活動

◆ 上級学年の様子を見て、高い次元で継続できている学校行
事や部活動が途切れてしまった影響が大きい。生徒が自主
的に動いていた部分が大きいので、教員がその穴をすべて
埋めることはできない。また、クラス作りや学習習慣も年
度当初がすべて休校になったマイナスを埋め難い状況であ
る。（東京都、公立）

◆ 部活動の大会が中止になり、３年生は「やりきった」感を
得ることなく部活動を引退せざるを得なかった。この影響
は大きいと思う。また、学校祭なども中止となった。多く
のものが中止・延期となる中、生徒にも妥協の気持ちが芽
生えてくることが予想される。進路も首都圏の大学を一般

選抜で受験することを勧めることが難しくなるのではない
か。大学もリモートが多く大学で学ぶ意味について悩む学
生が増えそうである。（静岡県、公立）

◆文化祭や外部への見学学習などができなくなり、教科学習
の遅れだけでなく、生徒の体験活動に影響が出ています。
今後は、社会活動の停止による経済状況の悪化も懸念され、
生徒の進学についても影響が出てくると思われます。（静
岡県、私立）

◆行事予定は大幅に縮小せざるを得ないし、それによる生徒
の失望感はどうしても避けられない。特に本校は国際コー
スという留学を必須とするコースがあるため、その募集も
大幅な変更をすることになる。（大阪府、私立）

進路指導・進学指導

◆ 例年６月に１年次で実施している上級学校訪問は中止。社
会人講話等、外部の人材を招く行事も軒並み中止。生徒に
とっては、進路を考える上で判断材料や参考になるものが
減っている。（北海道、公立）

◆Zoomを使って、進路講演会や卒業生の合格体験会等を
行った。保護者向けの進路講演会を５月から８月に移動し
て実施予定。学習合宿が中止。（群馬県、公立）

※５つまで選択。「現時点」の件数が多い順に掲載。

（注）ガイドライン読者対象の「ガイドライン４・５月号、７・８月号に関するアンケート」の中で、2020年７月から８月に実施。回答237件。
　　回答に含まれる取り組み内容等は、いずれも回答時点のものである。
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授業の進度の遅れを感じる先生が７割
課題配布や動画配信を中心に遠隔授業を実施

　対面授業の再開時期＜図表２＞を聞いたところ、６月

前半が56％、５月後半が29％を占めた。また、７月末

日時点の授業の進度＜図表３＞は、「やや遅れている」

「遅れている」で７割を占める。なお、授業の再開時期と

授業の進度には有意な相関が見られなかった。

　授業時数を確保するために実施した取り組み＜図表４＞
について聞くと、「長期休暇の短縮」が９割、「学校行事

の中止や短縮」が８割と、多くの学校で実施された。

　臨時休業期間中に行った教科や総合的な探究の時間で

の遠隔授業の取り組み＜図表５＞については、「実施して

いない」は３％で、「生徒への課題（教材、テスト等）の

配布」91％、「授業動画の配信」66％などを中心に、各

学校の実態に合わせて多様な取り組みがなされた。

◆ オープンキャンパスを夏休み課題にしていたが、できなく
なった。ただもっとも大きな影響は模試がすべて会場実施
できなくなったことで、受験体制や進路指導の利用上大き
な支障が出ていることです。また、急いで授業をしている
ので、あまり生徒の顔を見ていない気がします。定期テス
トを見ても、今までにないくらい格差が出ていて、３年生
よりも、１・２年生の今後がより心配になっています。（愛
知県、公立）

◆オープンキャンパスは３年次が優先になり、１・２年次の
進路研究は従来通りの形式では行いにくい。紙やホームペ
ージでの研究では良いところしか見えず、生徒の進路選択
における視野が狭くなっている。（三重県、公立）

◆ 取り組み内容について特に大きく変更した部分はないが、
今年度は共通テストの日程など例年通りではない部分が多
くあるので、例年以上に生徒・保護者への情報発信や教員
間での情報共有を図っている。（三重県、私立）

◆指定校推薦の、校内での出願条件にある、オープンキャン
パスへの参加の義務付けなどを今年に限り外した。（奈良県、
私立）

◆ オープンキャンパスに行って、最終決断しようと思った生
徒がいけなくて、まだ進路選択ができてない生徒が多いの
で困っている。模試もなくなったものがあり、進路判定の
材料が少ない。夏の懇談で最後の進路の確認ができるか不
安である。（広島県、私立）

学習習慣・生活習慣、生徒の人間関係

◆３年次の選択科目に向けて１年最後から徐々に意識づけを
行っていくはずが３カ月間遅れてしまった。それをクラス
の生徒との人間関係が築けていない中、急ピッチで進めな
ければならない。ITの立ち遅れも深刻。（東京都、公立）

◆ 学校行事が軒並み中止になっている。休校中に崩れた生活
習慣・学習習慣を立て直すのに精一杯だった生徒も多いよ
うに感じる。（三重県、公立）

◆ 初年度生の高校生活へのソフトランディングができず、生
徒間も対教員でも人間関係の構築に時間がかかってしまっ
た生徒が存在する。一部の生徒は未だにギクシャクしてい
る。このことによって、中長期的に支援・指導が行いにく
い状況になっている。（兵庫県、公立）

◆ 特に一年生は、登校する機会も奪われて中学生の意識がな
かなか抜けないままのようである。普通なら校外での宿泊
研修を通じて高校生としての意識をつける機会もあったの
だが、それもなくなったからだ。（香川県、公立）

経済状況の悪化

◆ 経済状況の悪化により、いくらキャリアガイダンスを充実
させても、その職業への門戸が想像以上に狭まっている可

能性を感じる。本校の生徒は３割が就職だが、希望職種に
就職できない生徒が多い見込みである。大学や専門学校へ
進学して数年後に就職するときに経済状況がどうなってい
るか見通しが立たない。（北海道、公立）

◆新型コロナウイルスに関する見通しが立たない中で、家庭
の経済状況の悪化や、生徒たちの将来に対する不安が増し
ていくことが懸念される。また、そのことにより進路希望
の変更を余儀なくされる生徒も現れるのではないかと思わ
れる。（福島県、公立）

◆ 経済の悪化と医療従事者の大変さが生徒の進路に与える影
響を心配している。（和歌山県、公立）

学校内での情報・指導内容の共有化

◆ 紙媒体でなく、電子メールでの共有文書の配信。（茨城県、
公立）

◆ 校内でしか送受信することができなかった校内用メールを
学校外でも送受信できるようにした。（大阪府、私立）

◆ 臨時職員会議や専門部会を、随時、適切な時期に、迅速に
開催することで、学校内での情報や指導内容・指導方針の共
有化を図っている。今後新型コロナウイルスの第２波・第３
波に備えて実施したいことは、ICTを活用した遠隔授業等の
取り組みを、校内で普及させることである。（兵庫県、公立）

◆ 新旧担任の連絡会をGoogle Meetで実施した。授業配信、
質問への対応、情報発信、ホームルームなどは、Google 
Classroomを活用した。また、課題等を郵送した。第２
波、第３波が来た場合でも、それらを使って乗り切る予定
である。（兵庫県、公立）
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遠隔授業等の取り組み

◆ ロイロノートスクールにて授業動画を録画し、配信した。
また、生徒からの質問も受け付け、それを授業を受けてい
る全生徒で共有した。（青森県、私立）

◆ 授業動画を撮影して配信した。そのため、それほど授業進
度は遅れることなく進んでいる。（茨城県、公立）

◆ Zoomを用いて朝のHRに始まり、６時間すべてを時間割
通りに実施。（東京都、私立）

◆Zoomを活用しての授業。グループワークの部分では、ブ
レイクアウトセッションなども活用した。（神奈川県、公立）

◆ Google Classroomの機能を利用（県立高校全体でのア
カウント申請）し、動画を配信してレポートを作らせる。
問題を提示して、解いたレポートを画像で送信して、コメ
ントを返信する。アンケート機能で健康状態を把握する、
など。（富山県、公立）

◆ 全て郵送での課題送付（他教科、国語、理科などは遠隔授
業もあり）。クラブを遠隔で指導。（長野県、公立）

◆ 特別時間割を組んでその時間になったらGoogle Meetに
入り、動画を視聴（ライブ配信や動画を時間になったら見
るという規則正しい学習時間の確立）。（三重県、公立）

◆ 作成した授業ビデオを流すパターンと、リアルタイムで授
業を配信するパターンに大きく分かれたが、各教科・個人
でさまざまな工夫を行い、オンライン授業を休業期間に実
施した。原則30分で、科目単位（２年生「現代文」など）
で実施した。（三重県、公立）

◆ホームルームや探究授業は、インターネット会議システム
を利用。授業は、主に授業動画を作成し配信という形で行
った。（大阪府、私立）

◆ 授業や授業内容に関わる小テストなどを配信しました。ま
た、レコーディングシートという勉強時間を記録するシー
トを用いて担任が生徒たちの日々の取り組みの把握に努め
ました。（大阪府、私立）

◆ Zoomを使って、板書を映した授業やパワーポイントなど
を使ってオンライン授業を行いました。アプリケーション
共有機能を使って、デジタル教科書を用いた通常通りの授
業を行えました。（徳島県、公立）

◆Zoomを用いたHR活動は行っていたが、すべての生徒に
平等性が担保されていなかったため授業としては行ってい
ない。ただ、教科によってはSNSを使って問題の解説を
行っていた。（徳島県、公立）

◆ 授業動画を作成し配信。webテストを実施。登校日を設
けてあったので、課題の回収と次の課題の配布。質問は高
校３年に限り、窓口を設定し、教科担当者へ転送、教科担
当者がPDFで解説を作成して返信。個別対応を望む生徒
に限り、Zoomでの質問対応を実施。（熊本県、私立）

＜図表４＞授業時数確保のための取り組み（n=234）

＜図表５＞臨時休業期間中の遠隔授業等の実施（n=236）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生徒への課題（教材、テスト等）の配布

授業動画の配信

生徒の学習状況の把握

その他

実施していない

インターネット会議システムやチャットを
使った生徒同士、教員と生徒の議論

生徒が取り組んだ課題への
採点やコメント返却

電話やメール等による
生徒からの質問対応

91%
66%

49%

47%

45%

31%

5%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長期休暇の短縮

学校行事の中止や短縮

１日あたりの授業数を増やす

土曜日の授業実施

放課後等の補習の実施

91%

82%

6%

12%

12%

＜図表３＞7月末時点の授業の進度（n=234）

進んでいる
やや進んでいる
例年通り
やや遅れている
遅れている

4%
3%

54%

25%

15%

＜図表２＞対面授業の開始時期（n=201）

４月前半
４月後半
５月前半
５月後半
６月前半
６月後半
７月以降
その他

2%1%
3%1%

56%

29%

5%

※＜図表２〜５＞とも未回答を除外して集計。
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遠隔授業が「授業改善につながった」
「今後も継続したい」が３～４割

　最後に、遠隔授業をきっかけに授業改善につながった

か＜図表６＞、遠隔授業を今後も継続したいか＜図表７＞
を聞いたところ、いずれも回答が割れた。

　自由記述を見ると、「授業改善につながった」先生から

は、課題の出し方、授業構成、発問の仕方などを再考す

る機会となったこと、他の教員と協働して授業動画を作

成したこと、「反転授業」につながることなどが挙がる。

ただし、「授業改善につながった」先生にも、「遠隔授業

を継続したくない」と回答する先生もいる。対面授業の

良さ（生徒の反応を見やすいこと、グループワークをし

やすいこと等）を実感したことなどがその理由である。

遠隔授業と授業改善

遠隔授業は授業改善につながり、今後も継続したい

◆ ポイントをつかむ必要があるため、授業内容を精選するこ
とができた。動画の長さに限りがあるため、自動的に説明
を端的にすることができ、生徒が自分で解決できるところ
は深く掘り下げず、理解が難しいところを重点的に説明す
ることができた。（北海道、公立）

◆板書やプリント配布など、従来の授業において無駄な時間
を削減することができ、授業進度は例年よりも速い教科も
あった。生徒に分かりやすい言葉で簡潔に話す思考をする
ようになった。教材研究を進める中で、伝わりやすいオン
ライン授業マニュアルを作成した。（北海道、私立）

◆ 繰り返し学習できる教材のストックができたことで、対面で
しかできないことは何か、考えるようになった。インプット
授業であれば、そこはオンデマンドで対応できる可能性を
見出した。生徒の個別対応が、よりできる。（神奈川県、私立）

◆ ハイブリッドの形を探っていきたいと考えている。教員が
学校に来る意味、学校でしかできない授業とはという問い
をもつことができた。（大阪府、私立）

◆ 生徒への発問のタイミングや間のとり方、表情の観察を対
面授業のときよりも気を付けて行うことができました。（徳
島県、公立）

授業改善につながったが、遠隔授業を継続したくない

◆ 遠隔授業でのチャットやコメントによる質問およびグルー
プワークの活発さは、対面授業でもうまく取り入れたいが、
できれば遠隔授業は避けたい。（東京都、私立）

◆ 事前準備が大変であること。机間巡視や生徒相互のリアル

なコミュニケーションの中で学ぶことが改めて大事だと感
じた。教材の精選や説明の要点を考えることで、今までに
比べて無駄であった部分を発見でき、減らすことができた。

（福岡県、私立）

授業改善につながっていない、わからない

◆ 対面授業に勝るものはないと改めて実感している。緊急避
難的、あるいは補助教材（フィードバック）としての利用は
可能だが、メインとして使用するには、逆に前時代的だと
感じる。少子化等でコミュニケーションが不得手な世代に
おいて対面でのコミュニケーションが培われるのは今まで
の学校スタイルしかないと思っている。（山形県、私立）

◆ 実際の生徒の反応を見ることによって授業計画の実施や修
正が行われると考えるので、動画配信では定着度の確認が
難しいと考える。準備に教材研究以外の手間と時間がかか
り、このシステムが定着するまで教員側の意識改革も必要
とされると考える。（福井県、私立）

◆対面しながら表情、手の動きを見ながら得られる情報の多
さを改めて認識したため、できるだけ生徒と対面しての指
導を行いたいと考えている。（山梨県、公立）

◆ これまで行っていなかっただけに、実施するには準備がか
なり負担となっており、しなくても問題がないのであれば
継続したいとは思わないが、再度長期休校などの状況で必
要であれば実施していくことになる。遠隔授業がすぐに授
業改善につながったかどうかはわからないが、授業につい
てさまざまに工夫することになったのは間違いない。今後
の授業改善に役立つことになるとは思う。（愛知県、私立）

＜図表６＞遠隔授業は授業改善につながったか（n=200）

＜図表７＞今後も遠隔授業を継続したいか（n=200）

つながった
つながっていない
わからない

23%

41%37%

継続したい
継続したいとは
思わない
わからない

43%

34%
24%

※＜図表６・７＞は「遠隔授
業を実施していない」と未
回答を除外して集計。
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御橋夏津子 先生笹井拓也 先生 菅谷雅人 先生

全国一斉臨時休業から５月の連休前まで：
有志の教員が学校ホームページで課題を配信

　南平高校では、３月２日（月）から臨時休業となり、６

月１日（月）から分散登校を実施、６月29日（月）から

学校を全面再開した。この間のオンライン授業の取り組

みについて、時期ごとに紹介する。

　２月28日（金）に、文部科学省から全国の学校に一斉

臨時休業の要請が出されたことを受け、南平高校も週明

けの３月２日（月）から春休みまで臨時休業（自宅学習）

となった。休業が突然決定したため準備期間も十分では

なかったが、当時２学年（現・３学年）の担任団で「生

徒を放っておいてはいけない」という意識の下、学校

ホームページを活用して生徒への課題配信や情報提供を

行うこととした。

　まず、３月６日（金）には学校ホームページに２学年

のページを作成し、自宅学習の心構えや学習してほしい

内容をまとめたメッセージとともに、春休みまでの学習

計画表を掲載し、生徒が自宅学習のペースを保つことが

できるようにした。

　一部の教員は、学校ホームページを使って生徒に課題

を配信した。当時２学年（現・３学年）担当の御橋夏津

子先生（数学）は、大学入試への意識を高めるため、全

国の国公立大学の個別試験の問題から、『数学Ⅲ』の範囲

を使わず既習内容だけで解ける問題を毎日１題ずつアッ

プした。当時２学年（現・３学年）担当の菅谷雅人先生

（生物）は、春休みまでを２年生の学習内容を復習する時

期と位置付け、解説やノートのまとめ方のポイントを３

日に１回程度のペースで上げていった。

　４月６日（月）の始業式は実施したが、近日中に緊急

事態宣言が発出され、再度臨時休業となることが予想さ

れたことから、各教員が急いで課題のプリントを作成し

てこの日に生徒に配付した。

　３学年担当の笹井拓也先生（国語）は、「古典の演習問

題や基本事項に関するプリントを、ホームページで配信

することにしました。さらに、Zoomで作成した動画を、

パスワードをかけることができる動画共有サイトの

Vimeoにアップしました」と振り返る。

　この間、笹井先生、菅谷先生、御橋先生が所属する３

学年の教員は、「連絡ノート」を作成して職員室に置き、

オンライン授業の課題の作成方法や、生徒の反応などを

教員間で共有するよう工夫したという。

５月の連休前後 ：
「考える会」が全校でのオンライン授業を提案

　当初は、５月の連休以降は対面授業を再開できると考

えていたが、新型コロナウイルス感染者数は増加を続け、

４月下旬には緊急事態宣言と休業要請がさらに長期化す

ることがわかってきた。校長からはオンライン授業を

行っていくという方針は示されていたが、３学年以外で

は取り組みが具体化していなかった。笹井先生は学校の

教育活動の停滞に危機感を覚え、全学年・全教科でオン

ライン授業を実施する必要があると考えた。そこで菅谷

東京都立南平高等学校

教員有志の「南平オンライン授業を考える会」が中心となり
全学年・全科目でオンライン授業を実施

　東京都西部の自然豊かな多摩丘陵に立地する東京都立
南平高等学校は、首都圏の国公立大学や、東京の有名
私立大学に多くの合格者を輩出する中堅進学校である。
　新型コロナウイルス感染症による臨時休業に伴って、
危機感をもった教員からオンライン授業を実施し、５月
までには全教科で何らかの取り組みを行った。オンライ
ン授業導入の経過や内容、今後への生かし方などについ
て、国語科の笹井拓也先生、理科（生物）の菅谷雅人先
生、数学科の御橋夏津子先生にうかがった。なお、南平
高校では、プリントなどの課題の配信、授業動画の配信、
Webを使った同時双方向型の授業などを総称して「オン
ライン授業」としている。

事例 1 オンライン授業の実施Par t  2
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先生、御橋先生、英語の五十嵐正先生、日本史の酒匂港

先生、情報の今井大介先生とともに、「南平オンライン授業

を考える会」を立ち上げ、全校で実施する方法について、

自宅勤務中にZoomなどを用いて検討を始めた。

　５月上旬には、管理職が各家庭のICT環境に関するア

ンケート調査を実施。その結果、スマートフォンを持っ

ていない生徒は全学年で１、２名程度であること、ほぼ

全ての家庭にインターネット環境があること、プリン

ターがある家庭は７～８割であることなどがわかった。

「考える会」はこの結果を受け、家庭で印刷する必要があ

る課題は難しいものの、パソコンやスマートフォンなど

を用いて何らかのオンライン授業が可能と判断した。

　そこで、連休明けに校内で実施された、管理職と各主

任等が参加する「企画調整会議」において、「５月中に全

学年・全科目でオンライン授業を実施する」ことを趣旨

とした企画書を提案し、校長から承認された。「オンライ

ン授業」としては、下記の４つを挙げ、ICTが得意でな

い教員向けに★の数で難易度も示した。

★：課題のプリントや解答をPDFにして学校ホーム

ページに掲載（課題の配信）

★★：上記に加え、メール等で生徒からの質問を受け

る、生徒が課題を提出するなど、教員と生徒で双方向

のやりとりを行う

★★★：動画を作成して学校ホームページ等に掲載（生

徒が好きな時間に視聴できるオンデマンド型も含む）

★★★★：授業をリアルタイムで配信し、生徒からの

質問等も受け付ける同時双方向型授業

　「オンライン授業」というと同時双方向型授業のイ

メージが強く、不安を口にする教員もいたが、当面は★

の課題配信のみでも良いとして、ICTの活用が得意でな

くても取り組みやすいよう「ハードルを下げた」という。

提案が通ると、密を避けて職員会議を体育館で行い、プ

ロジェクターを用いて全教員に企画書の内容説明を行っ

た。それに続けて、オンライン授業に関する研修会を実

施した。研修は（１）学校ホームページの更新方法、

（２）PowerPointに声をふきこんだ動画の作成、（３）

Zoomを使った動画作成や同時双方向型授業の実施の３

つの分科会を用意して、いずれかに参加する方式をとっ

た。「教員約50 ～ 60名のうち、Zoomの分科会には約

20名が参加し、同時双方向型授業への関心が高いことが

わかりました。また、その日のうちに授業動画を作成し

た先生もいました。それまでオンライン授業は一部の取

り組みでしたが、関心がある先生方はたくさんいたのだ

と思います。その後は、教員同士で教え合う雰囲気も生

まれ、思った以上に早く、全ての学年・科目でオンライ

ン授業の取り組みが始まりました」（笹井先生）

５月の連休後から分散登校の開始まで：
全学年・全科目で何らかのオンライン授業を実施

　５月の連休後には、東京都教育委員会が日本マイクロ

ソフト社と協定を結び、全ての都立高校で「Microsoft 

Teams」（以下、「Teams」）（注）を活用できるようになった。

南平高校では教務部に「ICT Teams係」を設置し、オン

ライン授業の取り組みを推進する体制を整えた。

　生徒への情報伝達や課題配信は学校ホームページの学

年別ページを主に活用した。また、教員に質問や相談を

しやすくするため、メールや「Microsoft Forms」（以下、

「Forms」）（注）など、複数の窓口を作り、生徒が慣れた方

法で連絡してよいことにした。

　オンライン授業を実施する環境が整ったことで、取り

組みもさらに多様になった。

　例えば御橋先生の『数学Ⅲ』の授業は、課題配信とオ

ンデマンド型の動画配信を中心に実施し、Teamsの機能

を使って、生徒が作成した解答を提出したり質問したり

するなど、双方向の授業が可能になった。

　菅谷先生の生物の授業では、24人の受講者を３グルー

プに分け、Zoomを使った同時双方向型授業を実施した。

「10人以下であれば、実験を行う授業や、生徒同士のコ

ミュニケーションを取り入れた授業ができると思いまし

た。同時双方向型にしたのは緊張感をもたせたかったこ

とと、授業に向けて生活をプランニングさせたかったた

めです。初回は生徒が時間通りアクセスするかどうか心

配でしたが、全員アクセスしてくれました」

分散登校開始後：
学年や科目に応じてオンラインと対面と併用

　６月から分散登校が始まると、自宅学習日のオンライ

ン授業と登校日の対面授業を組み合わせて実施すること

となった。

　登校日は教員やクラスメイトと１度も会っていない１

年生と、クラス替えのあった２年生を優先し、それぞれ

週３～４日の登校とした。３年生は、オンライン授業が

進んでいたことや、選択科目が中心で１人の教員が１つ

（注）「Microsoft Teams」「Microsoft Forms」…Office365の機能の一つ。Teamsでは、チャットや資料の共有、通話やビデオ会議が行え、Formsでは、ア
ンケートや問い合わせなどの入力フォームが作成できる。
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の科目を全て受け持つため、授業方法や授業進度の調整

が不要な科目が多いこと、既習事項の復習や大学入試に

向けた演習が多いことから、週１回の登校とした。

　そのため菅谷先生は「１年生の『生物基礎』は対面授

業を中心として、自宅学習の日にはプリントを配信して、

生徒からの質問を受け付けました。他方、自宅学習が中心

の３年生の『生物』はZoomを使った授業配信を続けま

した」と、学年によって異なる方法で授業を行ったと話す。

　また、Teamsを活用することで、生徒への連絡事項の

伝達や、毎朝の生徒の体温報告などが容易になった。「ア

ンケート機能であるFormsを使うと、生徒がWeb上で体

温を報告でき、その結果が自動的にExcelで一覧表にでき

ます。検温結果を紙で提出させるのに比べて、教員の負

担は大幅に軽減されます。進路希望調査も、Formsを使

うことで集計が容易になりました」（笹井先生）

　６月29日（月）には一斉登校となり、全面的に対面授

業が再開したが、学校ホームページ等を使った課題配信

を続ける教員もいる。

　菅谷先生の場合は、授業で用いるプリントを予め学校

ホームページに載せ、生徒がわからなかったことや授業

中に説明してほしいことをFormsを使って回答してもら

い、要望が多かった事柄を授業で重点的に説明するなど

している。「これまでも授業後に紙の振り返りシートに疑

問点などを書いてもらっていましたが、ICTの活用によっ

て集計が楽になり、生徒がわからなかった箇所の把握も

しやすくなりました」。ほかに、これまで質問に来なかっ

た生徒がオンライン授業では質問を寄せてきて、一斉登

校開始後も質問に来るようになったという、想定外の効

果もあった。

　オンライン授業について一定の手ごたえを感じる一方

で、いくつかの課題もある。菅谷先生は、「オンライン授

業実施後のアンケートに『わかった』と回答する生徒が多

かったのに、対面授業開始後に確認したところ、実は理

解していない生徒が多かった内容がありました」と言い、

御橋先生も「オンライン授業は復習や演習には適してい

ますが、生徒が初めて学ぶ内容の理解には不安がありま

す。確認テストの結果を見ると、『数学Ⅲ』については例

年よりも理解度が低いようです。９月には挽回できるよ

う、２学期以降の授業内容を検討しました」と話す。

臨時休業をきっかけにICT活用が一気に促進
一方、対面授業の良さも再認識

　オンライン授業の経験を今後の授業等にどのように生

かしていくのか聞くと、笹井先生は「本校は大きな教室

がなく、夏期講習などでは受け入れられる人数の制限が

ありました。対面ではなくオンラインでの配信にしたり、

オンラインを用いて２教室同時展開にしたりすることで

その問題が解決します」と話す。御橋先生も「ホーム

ページに、授業の内容を詳しく解説する動画や、数学に

興味や意欲のある生徒に向けた動画をアップするなど、

普段とは違うアプローチができると面白くなると思いま

す」と語る。

　また、笹井先生は臨時休業を通じて「改めて教材研究

の大切さに気付いた」という。というのも、部活動や行

事がないことに物足りなさを感じつつ、余裕ができた時

間を教材研究に充てたところ、授業の幅が広がり、生徒

の興味関心を喚起するアプローチも考えられたためであ

る。菅谷先生は「課題の提出時に個人的なメッセージを

くれる生徒も多く、生徒が思っていたより教員の方を向

いてくれていることがわかりました」と、生徒との絆を

再確認できたのが嬉しかったと話す。また、３名の先生

とも、「生徒の反応をその場で確認しながら授業を進めら

れること」から、「対面授業の良さ」を改めて実感したと

口を揃える。

　そして笹井先生は「臨時休業やオンライン授業を通じ

て、授業や、生徒指導や、教員の働き方など、価値観か

ら見直す機会になりました。一斉登校が始まると慌ただ

しい日常はすぐに戻ってきましたが、この経験を忘れな

いようにしていきたいと思います」としめくくった。

東京都立南平高等学校

◇所在地：東京都日野市南平8－2－3

◇沿革：1984（昭和59）年　都立松が谷高校内に、都立南平高等学
校設置。翌年第一期生入学

　　　　1986（昭和61）年　現在地に新校舎竣工

◇学級編成：各学年8クラス

◇生徒数：男子503名、女子453名（2020年9月1日現在）

◇特色：生徒の進路実現のため、英語・数学・体育の習熟度別授業・
少人数授業などきめこまかい指導を行っている。また、開校以来の
ノーチャイム制によって、自主・自立の生活態度を育成している。

◇卒業生の進路：2020年３月卒業生317名
・進路：４年制大学251名、短期大学1名、専門学校20名、就

職3名、その他42名
・合格者の内訳（現役生、延数）： 国公立大学13名、私立大学818名
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水津潤 先生、三輪元子 教頭、横山智典 先生、大池裕達 先生

生徒全員が取得していたGmailアカウントに
できる範囲で授業の課題や動画を配信

　長野市の善光寺にほど近い長野県長野高等学校は、毎

年、旧帝国大学を含む全国の国公立大学や難関私立大学

に多くの合格者を輩出する県下屈指の進学校である。

　新型コロナウイルス感染拡大に際し、長野県の公立学校

では３月２日（月）から臨時休業となった。新年度は４月６

日（月）～ 10日（金）に登校したものの、再度臨時休業と

なり、一斉登校が再開されたのは６月１日（月）である。

　まず、この間の長野高校の取り組みを見ていこう。同

校では、2014年度のスーパーグローバルハイスクール

（SGH）指定を機に、課題研究で活用するため、生徒全員

がGoogleのアカウントを取得していた。そこでGmail

を利用して、連絡事項や自宅学習での課題を配信するこ

ととした。

　３月以降は、できるところからオンラインでの配信を

実施した。まず３月末には、校長の講話や離任する教員

のメッセージなどの動画をYouTubeにアップロードし、

そのURLをGmailで配信した。さらに４月上旬からは、

「生徒（特に１年生）に学校とのつながりを感じてもらい

たい」と、短い動画を作成して、毎朝YouTubeにアップ

した。内容は、校舎の案内や、日替わりで１学年の担任

にメッセージを語ってもらうといったものである。

　４月８日（水）以降は、「総合的な探究の時間」（NGP：

Nagano Glocal Project）の担当教員やALTが中心とな

り、『ONE–minute Challenge』（教員が１分間英語で話

す動画）をYouTubeにアップした。「この企画には、英

語科以外の教員も参加しました。教員自身が英語で話す

ことに挑戦する姿を生徒に見せて、生徒の学習意欲を高

める意図で企画したものです」（三輪元子教頭）

　また、４月13日（月）からはGoogle Forms（以下、

Forms）を活用し、体温など体調に関するアンケートを

毎朝定時に実施。生徒からの回答をスプレッドシートに

まとめ全教員が確認し、回答がない生徒については電話

やLINEを使って連絡することとした。

科目別に「Google Classroom」を設置し
全校でオンデマンド型のオンライン授業を実施

　４月中旬まではできる範囲での取り組みだったが、緊

急事態宣言と臨時休業要請が延長されたため、４月27日

（月）から全教科・科目でオンライン授業を実施すること

にした。また、どの教科・科目も教科書での学習を進める

こととし、履修した単元・内容の授業は一斉登校開始後

には基本的に行わず、定期考査でも出題することとした。

その理由について三輪教頭は「授業が遅れると、班活動

（部活動）や生徒会活動などを削って回復しなければなり

ません。本校ではそれらの活動も大切にしているため、こ

れ以上は授業を遅らせられないと考えました」と話す。

　なお、３月と４月に生徒・家庭のICT環境を調査した

ところ、オンライン授業を受けるための環境が整ってい

ない生徒が各学年５名程度いた。その生徒については登

校を許可し、三密防止など感染防止対策をしたうえで、

学校のパソコンを使って学習した。

　オンライン授業は基本的に、課題プリントや授業動画

を配信する「オンデマンド型」で実施することとした。

その理由について、学習指導係の大池裕達先生（数学）

は「本校の生徒は学習習慣や生活習慣が確立しているた

め、授業を見る時間が決まってしまう同時双方向オンラ

長野県長野高等学校

生徒や保護者へのアンケートも参考に
今後のICT活用や臨時休業への対応方針を策定

　長野県長野高等学校では、新型コロナウイルス感染拡
大による臨時休業期間中、オンデマンド型の動画と課題
配信を中心としたオンライン授業を実施した。そしてこの
経験を通して得られた知見と、生徒や保護者へのアンケ
ート結果をもとに、今後臨時休業になった際にも生徒が
学びを継続できるよう、オンライン授業の基本方針をまと
めるとともに、平常時の授業でもICTの活用を図っている。

事例 2 「学びの継続計画」の作成

変わる高校教育　第27回　高校生の学びをいかに継続するか～臨時休業中の経験を振り返り、今後の高校教育を考える
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イン型授業より、自分のペースで学習を進められるオン

デマンド型が良いと考えたためです。また、『授業を止め

ない』ことを優先したため、比較的取り組みやすい方法

を採用したという背景もあります」と説明する。

　オンライン授業で用いる課題プリントや授業動画は、各

学年・教科・科目でGoogle Classroom（以下、Classroom）

を開設して配信した。Gmailでの配信からClassroomに

移行した理由は、必要な情報を全生徒に確実に行きわた

らせるためである。

　Classroomでは、①PDF形式の課題や解説プリント、

②授業動画（板書しながら教員が解説する動画、プリン

トやパワーポイントに教員が解説を吹き込む動画など）、

③Formsを使った確認テストやアンケート（学習状況や

質問など）を、各教科の特性に応じて配信した。

　例えば１学年主任の水津潤先生の『物理』では、書画

カメラで撮影した演示実験の様子と、実験の中で起きた

現象を図解した電子教科書の解説動画などを生徒が見た

うえで、Formsで小テストやアンケート（授業に関する

質問や要望など）に回答する授業を行った。さらに

Formsで寄せられた質問に答える「質問・感想コーナー」

という動画を授業動画とは別に作成し、Classroomに

アップした。生徒からも「みんなで授業を作っているよう

に感じた」といった声が挙がるなど、好評だったという。

　全教員がClassroomを活用するにあたっては、操作方

法をまとめた資料を水津先生が作成し、校内で共有した。

また、授業後のアンケートなどで寄せられた生徒からの

要望も踏まえて、課題や授業動画なども改善を続けた。

　授業動画の作成は教員間で協力したそうで、大池先生

は、「教員が板書しながら解説している様子を他の教員が

撮影したり、他の教員の動画を見たりすることを通し、教

材研究が進みました。また、他教科の教員と協働するこ

とも多く、教科横断的な見方もできるようになったと感

じています」と話す。

英語科や総合的な探究の時間では
同時双方向オンライン型の取り組みを試行

　オンライン授業は基本的にオンデマンド型とした一方

で、Web会議システムのGoogle Meet（以下、Meet）を

活用して、同時双方向オンライン型の授業の取り組みも

一部で試行した。

　例えば英語科では、音読指導や、ニュージーランドの

高校との英語交流などを行った。総合的な探究の時間

（NGP）では、「グローカルアカデミア（SDGs地方創生

国際会議）」（注１）に参加する３年生が打ち合せをしたり、

２年生が課題研究のフィールドワークに関する相談をし

たり、「長野県観光地利用者統計資料を読み解く会」（希

望者）を実施するなどした。

　社会科が主催した講演会「ザンビアの鉛汚染」は、

Meetを活用し、北海道大学の研究者に講演してもらい、

県内外の２校の生徒も同時に聴講する、学校間連携によ

る授業となった。

　同時双方向オンライン型授業については、校内で先駆

的に取り組んでいた教員や、他校の教員とICTを活用し

た授業の勉強会をしていた教員が講師となり、Zoomや 

Meetの体験会などが自発的に行われ、できる範囲で取り

組んだという。

生徒・保護者へのアンケートに基づき
今後の臨時休業の際の対応方針をまとめる

　登校が再開された６月に、生徒と保護者に対してアン

ケート調査を実施したところ、４月下旬以降のオンライ

ン授業については「満足」「やや満足」が生徒・保護者と

もに９割を占めた。

　自由記述を見ると、「自分のペースで取り組めた」「動

画を止めたり見直したりできたので理解しやすかった」

「通常授業だと席が遠いが、動画は板書がアップで映って

おり見やすかった」など、長野高校で主に実施したオン

デマンド型の授業に肯定的な意見が多かった。一方、「生

徒同士で意見を交換したかった」「教員にその場で質問し

たかった」など、同時双方向オンライン型の授業を求め

るコメントも見られたという。

　「オンライン授業を受けてみて困ったこと」について

は、「体調（目が痛くなったなど）」が生徒・保護者とも

に上位に挙がり、授業動画を視聴する時間があまり長く

ならないように配慮する必要が感じられた。

　アンケート回答を分析すると、臨時休業期間中も「生

活リズムを保つことができた」「自ら計画を立て、学習を

進められた」「学習習慣を継続できた」と回答した生徒

（注1）グローカルアカデミア（SDGs地方創生国際会議）：長野高校がスーパーグローバルハイスクール事業の一環として実施する国際会議。2020年度は
３年生のNGP選択者13名がファシリテーターとなり、「これからの長野県の観光」をテーマに４チームに分かれて議論し提言をまとめた。参加者は
県内の高校生、国内外の大学生、経験豊かな社会人である。留学生や他国籍の学生、海外で働く日本人など、多様性に富む場となった。
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は、「学習内容を理解できた」とする割合が高いなどの相

関が見られ、生活習慣や学習習慣を保つことの重要性が

浮かび上がった。先生方の実感としても「自分のペース

で学習を続けられた生徒は、いつも以上に伸びている」

（進路指導主事・横山智典先生）とのことだ。

　また、「生活リズムを保つ／学習習慣を継続する上で役

立ったもの」については、「Gmailで配信された朝の健康

チェック／ Classroom」がそれぞれ最多となった。

　８月下旬には、今後臨時休業となった際にもオンライ

ン授業をスムーズに実施し、生徒の学びを止めないよう、基

本方針をまとめて学校ホームページで公開した＜資料＞。

生徒・保護者へのアンケート結果を受けて、Meetを使っ

た同時双方向オンライン型の授業も取り入れること、配

信する動画やライブ授業は１回の授業で20分以内とす

ること、ClassroomやMeetを利用してホームルームを

実施し生活習慣を保つことなどが盛り込まれている。

　さらに、今回の経験を生かして、平常時の授業にもICT

の活用を拡大していく予定だ。例えば水津先生は、「これ

まで演示実験では後ろの席の生徒は見づらかったのです

が、今回新たに書画カメラを使って手元を映したところ、

全員によく見えました。また、デジタル教科書に収録さ

れているアニメーションも理解を深めるのに効果的だっ

たようです。これからは対面授業でも活用したいと思い

ます」と言う。生徒からは、「対面授業再開後もテスト返

却後はClassroomに解説の動画をアップしてもらいた

い」といった要望も寄せられている。

　今後は、臨時休業の際の対応＜資料＞と平常時の授業

でのICT活用方針を合わせて、「学びの継続計画」（注２）を

まとめる予定だ。

　三輪教頭は「新型コロナウイルスや臨時休業にかかわ

らず、今回得られた知見を踏まえて、ICTを授業にどう

取り入れていくか皆で議論しながら、授業改善を進めて

いきたいと思います」と抱負を語り、話を締めくくった。

長野県長野高等学校

◇所在地：長野県長野市上松1-16-12

◇沿革：1899（明治32）年　長野県立長野中学校として設置
1957（昭和32）年　長野県長野高等学校と改称
2014（平成26）年　スーパーグローバルハイスクール指定
2019（平成31）年　「地域との協働による高等学校教育改

革推進事業（グローカル型）」指定

◇学級編成：各学年普通科７クラス

◇生徒数：男子436名、女子403名（2020年４月14日現在）

◇特色：明治17年の長野縣中學校設立以来の歴史をもつ伝統校。
校訓に「至誠一貫・質実剛健・和衷協同」を掲げ、生徒は勉学に励
むとともに、部活動や学校行事に取り組んでいる。構内に同校の
伝統の象徴でもある国登録有形文化財の「金鵄会館」が建つ。

◇卒業生の進路：2020年３月 卒業生281名
・進路：４年制大学199名、専門学校２名、就職１名、その他79名
・合格者の内訳（現役生、延数）： 国公立大学162名、私立大学

326名、専門学校１名、大学校２名

（注2）学びの継続計画：臨時休業中にも児童生徒の学びを保障するための計画。「再び臨時休業になっても、児童生徒の学びが継続するよう、『自律して学
ぶ力』を身に付けたアクティブ・ラーナーを育てる教育環境を整える」ことを目的に、長野県の全ての公立学校が作成することとされている。

＜資料＞今後臨時休校等となった場合におけるオンライン授業等の手順について（抜粋）

１ 今後予想される休校等の形態 
（１）本校の生徒・教職員が「陽性」となった場合、保健所の指導によ

り、濃厚接触者の特定や、校内の消毒等のため、一定期間の臨時休
校となり、部活動や授業等の教育活動が中止されます。 

（２）県内の感染悪化等の状況により、分散登校を余儀なくされた場合
も、原則、２（２）以下の手順に従って学習等を進めることを想定
しています。その際は、再度学校より具体的な方法を連絡します。 

２ 臨時休校期間の学習等の手順について 
（１）臨時休校のお知らせを発出した後、教職員は調査や消毒、検査補

助等に係る作業に時間を要します。それらが終了次第、学習活動
開始の概要をきずなネット等で連絡します。

（２） 学習活動が開始された場合は、毎朝８：10頃までに時間割や日課
連絡等のGmail を生徒の皆さん全員に送信します。体調確認等の
ため、授業開始の８：30までに速やかに返信してください。

（３）毎日の学習は、通常の時間割にしたがって行います。
１）当日の時間割・授業内容・学習方法は朝の連絡Gmailに添付

して送信します。
２）１日の日課は授業間は20分の休みをとったものになります。
３）授業内容は、「Meet」「動画」「課題」の３パターンが主と

なります。「Meet」の時間指定がされた授業は、５分前に 
Classroomから Meetをつないでください。「動画」「課題」
の授業は、日課の時間に合わせ、指示内容にしたがって学習
をすすめてください。

４）SHRはクラスごと「Meet」を利用して毎日上記の時間に実施し
ます。指定時間の５分前に、授業時と同じように、各クラスの
ClassroomからMeetをつないで準備してください。

（４）登校して行う班活動は出来ません。班活動用のClassroom、Meet
等を利用して練習やミーティングを行うなど、代替方法を事前に
各班内で打ち合わせておいてください。 

３ オンライン授業配信における基本方針 
（１）１回の授業で配信する動画、ライブ授業の時間は15分を目安とし、

最大でも20分以内とします。 
（２） Classroom+Meetを利用して、毎日定時に各クラスSHRをライブ

で行います。
（３） 各授業内容や課題に関して、生徒が担当教員に質問できる体制を

確保します。
（４）日常の授業において、今後の授業内容や扱う教科書の範囲等を定

期的に生徒に提示することで、急な休校の際にも、自宅で学習す
べき内容を生徒自身が理解している状況を作ります。

４ 各家庭や生徒の皆さんに準備していただきたいこと 
（１）急な臨時休校に対応できるよう、授業で使用する教科書や教材を日

常的に自宅に持ち帰るようにしてください。 
（２）授業はMeetを利用したライブ授業や動画配信の形態が増えますの

で、自宅で受信できる環境や機器の整備を順次進めてください。 

（長野高校ホームページより）

変わる高校教育　第27回　高校生の学びをいかに継続するか～臨時休業中の経験を振り返り、今後の高校教育を考える
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自己調整学習者の育成をめざして
全校的に教育改善を推進

　上野校長は以前から、自立した学習者の育成を重視し

てきた。「例えば、大学受験に向けた勉強の、特に最後の

追い込みの時期には、与えられた課題を行うだけなく、自

分のやるべきことを、自分にあったやり方で、自分のペー

スで計画的に学習していく力が絶対に必要ですし、そう

した自立した学習者としての力は、大学入学後や社会に

出てからも必要となります」

　しかし、2018年に上野校長が同校に赴任した当時は、

各教科から非常に多くの課題が課されており、課題をこ

なすだけの学習に陥っている生徒がいる一方で、既に身

についている内容が課題として課されているなど、必要

としている内容と課題が合っていない生徒もいた。

　そこで、上野校長は、「生徒が自分の意志で、自分に必

要なこと、やりたいことを、自分に合った方法で自分な

りのペースで学習し、その状況をモニタリングし、コン

トロールすることでより良く改善して学び続け、その結

果、納得のいく学びができ、個々の生徒がめざしている

なりたい自分に近づくことができる」という自己調整学

習の考え方＜資料１＞を教員に紹介し、教育改善を推進

することにした。

各教科の課題を３種類に整理し
学年や生徒一人ひとりの発達段階に応じて課す

　自己調整学習ができる生徒（自己調整学習者）の育成

を進めるにあたって、上野校長はまず、各教科から出さ

れる課題を（１）固定課題、（２）選択課題・自由課題、

（３）自己調整学習の３種類に整理して、目的に応じて使

い分けることとした＜資料２＞。

　（１）固定課題は基礎学力や学習習慣の定着を図るため

の課題である。計算問題、漢字の書き取り、英単語の暗

記、ドリル学習のほか、ある課題やテーマに沿ったレ

ポート、意見文や感想文などがある。

　内容が全員共通の必修課題だが、教員は生徒によって

取り組み方の指示を変える。例えば同じ漢字の書き取り

でも、生徒の発達段階や習熟度に応じて「書き方や回数

新潟市立高志中等教育学校

課題の出し方や授業方法を見直し
自己調整学習者を育成することで
今後の臨時休業に備える

　新潟市立高志中等教育学校は2008年に創立した中高一貫校である。上野昌弘校長が赴任した
2018年度頃から、自己調整学習者の育成やICT環境の整備に力を入れており、2019年度末から
の臨時休業中にも生徒は大きな混乱なく学習を継続できた。そして、学校再開後は、学習が遅れ
ている生徒への個別指導を行うなど、個々の生徒に寄り添う対応を行っている。臨時休業中の取
り組みと、今後の自己調整学習者の育成について、上野昌弘校長にお話をうかがった。

事例 3 自律的に学習できる生徒の育成

自分にあったやりかたで、課題を的確に解決したり、新たな知識や技
能を獲得したり、新たな知見等を創造していくことのできる学習者
　次の３つの知識や技能が必要
　①　方略に関する知識や技能
　　学習や思考の計画、モニタリング、評価、コントロール（修正）
　　覚え方、まとめ方、要約、言い換え、関連づけかたなど
　②　認知的な課題に関する知識や技能

指示の理解、課題の難易度の判断、どの場面でどの方法を使うか
などの見通し等

　③　自分自身に関する知識や技能
学習者としての強みや弱み、課題に応じてと自分に合った方法を
選択できる力等

学
習
量

ノルマをこなすことを
関心・意欲等の評価と
しない。
学力がついたかを評価！

アクティブラーナーへ
探究・研究できる生徒

学年１・２年 ３・４年 ５・６年

①
固定課題

②
選択自由課題

③　自己調整学習者　→

＜資料１＞自己調整学習者とは？

＜資料２＞自己調整力を育てるための課題の種類

（上野昌弘校長）

（上野昌弘校長）

上野昌弘 校長
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などを指定して、その通りにやる」「その漢字の理解を深

めることを目的として、熟語や他の読み方、用法などを

自分なりに調べ活用する」といったように工夫している。

「固定課題」では、生徒は与えられた課題を的確にこなし

ていくことが大切となる。１・２年生（中学１・２年生）

では「固定課題」の割合が高く、学年が上がるごとにそ

の割合が下がっていく。

　（２）選択課題・自由課題は教科の習熟度や苦手な分野

などに応じて、個人で選択して取り組む課題だ。３・４年

生（中学３年生・高校１年生）になり、学年が進むと習熟

度の差も広がるため、基礎的な復習の課題、応用の課題、

発展的な課題のように選択可能な課題とし、生徒が各自

のペースで取り組むことができるように課題を設定する。

　教員は、選択課題・自由課題を課すにあたって、それ

ぞれの課題の難易度や取り組み方の例を示すとともに、

生徒が自身に合った課題を選択できるように指導・支援

する。さらに、課題に取り組んだ後には、なぜその課題を

選んだのか、やってみてどうだったかを振り返ることで、

自身の目標や学習状況に合った課題を選ぶ力を伸ばす。

　（３）自己調整学習は生徒が主体的に課題を見出し、自

律的に計画を立てて取り組む学習である。生徒が自らの

学習状況を把握し、必要な課題や進め方、ペースなども

自ら設定し、学習を通じて獲得したものの意味づけ・価

値づけなどまで生徒自身で行うという自己申告的な課題

で、５・６年生（高校２・３年生）になるにつれてこの

比重が増していくイメージである＜資料２＞。

　その結果、以前から毎週発行されていた『学習だより』

の内容にも変化が見られるようになった。従来より各教

科から１週間で課せられる課題の内容や、課題を行うの

に必要な時間の目安などが示されていたが、さらに、さ

まざまな学習の仕方の紹介や他の生徒の取組事例など、

自分に合った学習方法を考えるきっかけとなるアドバイ

スも記載されるようになってきた。上野校長は、「５・６

年生では、指定した範囲の内容を身につけるために学習

内容や学習方法も自分で考えるような課題も出されるよ

うになりました。ノルマとして課すのではなく目標を提

示するという課題の出し方に変わってきているのです」

と語る。

　もう一つ、上野校長はICT環境の整備も進めてきた。

ＰＴＡの支援を受け、2019年４月には校内のWi-Fi環境

を整備し、学習支援クラウドサービスも導入した。また、

BYOD（Bring Your Own Device）の考え方でICT化を

進め、現在では生徒全員がスマートフォン、タブレット

端末、パソコンのいずれかを個人で所有し、学習に活用

している。これが今回の臨時休業の際には、生徒の自宅

学習を進めるための強力なツールとなった。

　ICT化により課題の出し方にも変化が見られるという。

上野校長は「以前は問題集のページ数を指定して課題を

出していましたが、現在はクラウド上に数種類の課題を

用意し、その中から取り組む課題を生徒自身が選んでい

ます。さまざまな選択課題を出すことが容易になりまし

た」とその効果を語る。

臨時休業中のICTを活用した授業づくりが
授業改善につながった

　高志中等教育学校では、３月の臨時休業後、４月から

新学年がスタートしたが、４月15日（水）から再び臨時

休業に入り、授業の再開は６月１日（月）からとなった。

　上野校長は「３月は、学習支援クラウドサービスを

使って課題を配信していました。４月からはそれに加え

て、学校のホームページに学年別にサイトを作り、生徒

が取り組む課題を掲載していました」と説明し、整備さ

れていたICT環境がここでも活きたという。

　学年や教科によっては授業動画の配信も行った。例え

ば数学では、１人の教員が授業をYouTubeで生配信して

黒板で授業をし、もう１人の教員がZoomで生徒一人ひ

とりの質問に答えながら対応するという、対面授業では

なかなかできないチームティーチング型の授業を行う学

年もあったという。学習支援クラウドサービスの授業動

画や文部科学省の『子供の学び応援サイト』の動画を視

聴した後、問いに答えさせる課題を出すなど、「反転授

業」に取り組む教員もいた。

　ある教員は授業動画を配信する際、録画した自分の授

業動画を他の教員と一緒にチェックする中で、「この点が

分かりにくいのではないか」などの指摘を受け、さらに

分かりやすい授業とするために撮り直しをするなど、授

業を振り返るきっかけになったという。

　教員が生徒に授業を届けるため懸命に努力する姿は、

ICT活用に懐疑的だった一部の保護者の心にも響いたと

いう。「昨今のSNS利用に関するトラブルなどから、こ

れまではICT活用に対して反対の立場だった保護者から、

校長室に先生方の努力に対する感謝の電話をいただくな

ど、臨時休業を契機にICTの活用についての理解は深

まったと思います」（上野校長）
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員にも見られるようで「授業ができる今のうちに基礎学

力を身につけさせておこうという意識が見られます。ま

た、生徒にさまざまな学習方法を提示して、その中から

自分で学習方法を選択させるなど、考える力をつけさせ

るようなアドバイスを行う傾向が強くなったと感じてい

ます。また、生徒が独力で課題に取り組めるよう、これ

まで以上に事前の学習指導を心がけてくださる教員も増

えています」と授業再開後の変化を語る。

　授業時数を確保するため、学校行事も精選しているが、

生徒の学習意欲を喚起するための講演会やワークショッ

プは、Zoom等も活用してできるだけ実施している。例

えば、希望者が参加する「土曜講座」では、新潟大学の

教員や大学院生を招き、参加者が自分たちで決めたテー

マを相互に問いかけるように自由に話し合うことで考え

る力を身につける「哲学対話」や、「世界青少年『志』プ

レゼンテーション大会」のファイナリストによる講演会

などがすでに実施されている。

　上野校長は「授業時数の確保もさることながら、生徒

の意欲が最も大切だと思います。授業とそれを支えるさ

まざまな意欲とそのための動機づけはセットだと考えて

います。自己調整学習の根本には、生徒自身がすべきこ

と、成し遂げたいことがなければなりません。生徒がそ

う思うものを持たなければ全ては始まらないのです」と

語る。高志中等教育学校では、今後も授業だけでなく、

生徒会活動、文化祭など、あらゆる場面を通じて自己調

整学習者の育成をめざしている。

臨時休業中の学習に手ごたえを感じる一方
学習が遅れている生徒には個別指導も実施

　臨時休業中は、生徒が自律的に学習を進められないこ

となどが問題となる場合もあるが、高志中等教育学校で

は以前から「選択課題・自由課題」や「自己調整学習」

の比重を増やしていたため、生徒も自分のペースで学習

することに慣れており、大きな混乱はなかったという。

　実際に学習時間などをアンケート調査したところ、多

くの生徒は自律的に学習を進めていたことがうかがえた。

上野校長は「休業中は課題が出ますが、学習についての

自由度は格段に大きくなります。時間が十分にあるので、

その時間の使い方を自分で考えることが大事です。自学

自習ができる生徒たちにとっては、自分で必要な学習内

容を選び、自分に合った学び方と時間配分を確かめる良

い機会になったと言えるでしょう」と話し、一定の手応

えを感じているようだ。

　その一方で、一人ではなかなか課題に取り組めなかっ

た生徒もいる。臨時休業中は生徒の様子を直接知ること

ができないため、教員は、生徒が「振り返り」で記入し

た内容や、各教科で実施する確認テストの得点率などか

ら、学習が思うように進まない生徒を把握し、必要な支

援を行っている。

　対面授業の開始後も、上野校長は「教員が感じている

授業の進度と、生徒が日々の『振り返り』で自己申告した

学習の進み具合・理解度をつなぐものとして、必ず確認

テストを実施するようお願いしています。この３つを照

らし合わせることで、学年ごと、教科ごとで全体として

実際にどれくらいの遅れがあるか、さらに、遅れている生

徒とその遅れ具合を正確に把握することと、その生徒を支

援するための個別指導を実施しています」と現在の取り

組みを語る。教科によっては「選択課題」において、低学

年の内容まで遡って学び直す内容も用意しているという。

今後も臨時休業となる可能性がある中で
自己調整学習者育成の意義がより高まる

　今後、心配されていることとして新型コロナウイルス

感染症の再拡大がある。場合によっては６年生にとって

大学受験の直前に臨時休業となる可能性もある。

　上野校長は「その時には生徒が一人でも学習を継続で

きなくてはなりません。その意味でも自己調整学習者の

育成は絶対に必要です」と話す。こうした考えは他の教

新潟市立高志中等教育学校

◇所在地：新潟市中央区高志1丁目15号1番

◇沿革：2009（平成21）年　新潟市立高志高等学校の校舎の一部を
使用し、開校

◇学級編成：各学年3クラス

◇生徒数：男子266名、女子391名（2020年4月現在）

◇特色：新潟市初の市立中等教育学校であり、中高一貫教育を行っ
ている。「自律と互敬」の教育理念のもと、教育目標を「志の涵養」
と定め、6年間一貫教育の中で、一人ひとりのもつ可能性を伸ばし、
さまざまな分野で社会に貢献できる、次世代のリーダーとして活躍
が期待される生徒を育成している。

◇卒業生の進路：2020年３月卒業生102名
・進路：４年制大学89名、短期大学2名、専門学校・各種学校3

名、就職0名、その他8名
・合格者の内訳（現役生、延数）： 国公立大学61名、私立大学159

名、短期大学7名、専門学校・各種学校7名
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５月からは１日４時間授業
６月からは全校通常の時間割でオンライン授業を実施

　東京郊外の八王子市に立地する工学院大学附属中学

校・高等学校は、男女共学・併設型の中高一貫校で、卒

業後は工学院大学や首都圏の大学のほか、アメリカやイ

ギリスを中心とした海外の大学をめざす生徒も多い。

　同校では、２月末の一斉臨時休業要請を受け、３月２

日（月）から休校とした。休校は６月22日（月）に通常

登校が再開されるまで続き、登校日も各学年１日ずつの

みとして、分散登校の期間は設けなかった。この背景に

は、遠方から電車とバスを乗り継いで通学する生徒が多

いため感染リスクが高いことと、中学生は入学時に全員

がiPadを、高校生はBYOD（注）で全員がパソコンを持っ

て授業でも活用しており、すみやかにオンライン授業に

移行できたことがある。

　オンライン授業は、３月中は各学年・各教科、可能な

範囲で実施し、大学受験を控えた高３については、生徒

と個別にチャットで連絡をとったり、教育用SNSの

Edmodoでプリントを配布したりするなどした。

　４月からは、各教科が協力し、曜日ごとに教科を決め

てPDFで課題を配布した。また、全学年、毎日９時と15

時にZoomを使ってホームルームを行い、生徒の様子を

確認するとともに生活リズムを崩さないように配慮した。

５月の大型連休明けからは、教員と生徒の両方が発言で

きるWeb会議システム「Zoomミーティング」を使っ

て１日４時間のリアルタイムのオンライン授業を行い、

６月８日（月）からは１日６時間（土曜日は４時間）、保

健体育や家庭などの実技のある科目も含めて通常の時間

割通りにオンライン授業を行った。

　授業の進度については、鐘ヶ江暢子先生の高３数学の

場合、Zoomミーティングではその場で質問をする生徒

や私語をする生徒が少ないこともあって例年より早く進

んだという。しかし、授業後にメールやチャットで個別

に質問をしてくる生徒も多かったため、通常登校再開後

の１週間程度は教科書を進めず、復習プリントを配布し

て生徒の理解度を確認する期間とした。

　定期試験は当初の予定よりも約１カ月遅らせ、中間試

験は６月30日（火）から、期末試験は８月４日（火）か

ら実施した。なお、夏休みは８月９日（日）から９月４

日（金）までと、当初の予定と比べてあまり短縮しなかっ

た。これは、平方邦行校長の「夏休みは、生徒にしっか

り休養をとってもらい、部活動も新型コロナウイルス感

染症対策や熱中症対策をとりながらなるべく普段通りや

らせてあげたい」との考えによるものである。

　なお、夏期講習は「対面形式」＋「オンライン」を併

用。「オンライン」は高３希望者対象とし、約15講座に

絞って２学期の始業式直前に開講した。

体験の中から進路を考えるための
多様な進路行事や海外での課題学習を計画

　同校の進路指導の特色について概観すると、隣接する

工学院大学の研究室での実験、さまざまな大学の教員を

招いての「出張型体験授業」、研究所・病院・企業等への

訪問など、多様な体験をする機会を設けている。

　また、高２の12月に実施する修学旅行を「Global Proj-

工学院大学附属中学校・高等学校

生徒・保護者にこまめな情報提供で不安を軽減
進路行事はオンラインを活用して、できることから実施

　工学院大学附属中学校・高等学校では、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、３月か
ら６月下旬まで休校とした。進路指導計画は大幅に見直すことになったものの、中学生はiPad、
高校生はパソコンを全員が持っている環境を生かし、面談や保護者会などは可能な範囲で実施
した。同校のコロナ禍の進路指導について、進路指導主任と高３学年主任を兼ねる鐘ヶ江暢子
先生に、高校での取り組みを中心に話をうかがった。

事例 4 進路指導の対応

（注）BYOD：Bring Your Own Deviceの略。個人で保有するスマートフォンやタブレット、ノートパソコンなどの端末を持ち込み、学校で活用する仕組み。

鐘ヶ江暢子 先生
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ect」として、生徒はタイ、カンボジア、アメリカ、沖縄

の４コースに分かれ、環境問題や貧困問題などSDGsに

基づいたテーマについて事前学習した上で、現地で課題

解決にチャレンジする。ほかに、希望者がアジア諸国に

10日間程度滞在して、現地の社会起業家の協力を得なが

ら経営課題の解決に取り組む「MoG（Mission on the 

Ground）」プロジェクトなども実施している。

　「Global Projectを経て、将来、進みたい道が変わった

生徒もいます。また、工学院大学の研究室での実験に

よって、物理系の学科を志望していた生徒が化学系に変

更したり、その逆があったりと、生徒はさまざまな体験

を通して進路を考えていきます。このように生徒の体験

を重視しているのは、総合型選抜や学校推薦型選抜で大

学を受験したいと考えた際、志望理由書や小論文の作成

にも対応できるようにしたいという目的もあります」

　学力向上に関する取り組みとしては、放課後に同校の

教員が実施する講習・補習授業である「Ｆ１ゼミ」、放課

後に大手予備校での指導経験を積んだ講師による進学強

化講習「Ｋ１ゼミ」、夏休みに幅広い内容・難度の講座を

開講する「夏期講習」と多様な講習を用意して、生徒の

学力の向上を支援している。また、生徒・保護者との二

者面談や三者面談、生徒に進路関係の情報を伝える集会

や保護者会なども定期的に実施している。

　2020年度もこれらの進路指導を実施する予定だった

が、新型コロナウイルス感染症の流行や休校が長引くこ

とで、大幅な変更を余儀なくされた。

保護者会や学年集会、面談にもZoomを活用し
情報をこまめに提供して不安を解消

　保護者会は４月末に対面で実施する予定だったが、安

全な実施方法について検討を重ね、５月末から「Zoom

ビデオウェビナー」（発言できる参加者を制限したWeb

会議システム）で実施することとした。

　「５月23日（土）に実施した高３の保護者会では、担

任が一人ずつ自己紹介をしたあと、オンライン授業の様

子などを報告し、今後の生徒の動き、入試の動きなどを

丁寧に説明し、保護者の不安を解消するよう努めました。

土曜日に実施したことに加え、自宅が遠方だったり、勤

務先がテレワークになっていてWeb会議に慣れていたり

する保護者も多いためか、例年より多い９割以上の保護

者が参加してくださいました。一緒に視聴する生徒もい

たり、両親揃って視聴する家庭もあったりしたのは、こ

の状況だからこそだと思いました。また、用いた資料は

後日一斉メールで送信して、参加できなかった保護者に

も提供しました」

　その後、他の学年もZoomビデオウェビナーで保護者

会を開催した。９月以降も年間計画にとらわれず、必要

に応じてZoomで保護者会を開催して、こまめに情報を

提供した。

　生徒への進路情報の提供にもICTを活用した。鐘ヶ江

先生は「６月１日（月）に実施した高３の学年集会は、

生徒がお互いの顔が見られるようにZoomミーティング

を使用しました。内容は、大学入学共通テストなどの来

春入試の情報や、自宅学習期間中の生活リズムの作り方

などについてです。当時、大学入学共通テストや総合型

選抜の出願日の変更が検討されており、情報が錯綜する

中で不安を抱える生徒も少なくありませんでした。『とに

かく慌てないこと。大学入試に関する情報は教員から伝

えるので、落ち着いて勉強していけば大丈夫』と伝え、安

心させることを心がけました」と話す。

　さらに、情報を的確に届けるため、ほぼ毎週、進路情

報を含めた学年通信を配信した。また、大学入学者選抜

実施要項が公表されると、工学院大学附属高校ではいち

早く、学校として第一日程での受験を勧める方針を決め、

生徒に伝えた。これらは、「学校としての方針を早く決め、

情報を発信することが生徒の不安をやわらげることにつ

ながる」との考えによるものだ。

　三者面談は、年度当初は７月下旬に実施する予定だっ

たが、期末試験が遅れ１学期の成績提供が夏休み明けと

なったことから、９月から順次実施することとした（た

だし、総合型選抜や学校推薦型選抜での大学受験をめざ

す高３は夏休み中に実施）。高１は基本的に対面で実施

するが、高２・３は対面とZoomミーティングの選択制

にする予定である。

高３への確実な入試情報の提供と
高１・２の体験を伴う進路学習の不足が課題

　「出張型体験授業」など大学等の講師を校内に招く取り

組みや、研究所・病院・企業等への訪問など生徒が校外

に行く取り組みの見通しは立たないが、「ICTも活用しな

がら、できる範囲で行っています」と鐘ヶ江先生は言う。

　例えば４月末には、Zoomを使って、卒業生２名（医

学科、理工系）の講演を生徒（希望者）が自宅で聴いた。

大学も遠隔授業を実施して卒業生も比較的時間に余裕が
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今後行う予定の出張講義もZoomを利用するが、講演を

聴くだけにとどまらない取り組みにしたいと言う。

　高２の「Global Project」については、「生徒たちは、

自宅学習期間中もZoomを使って各国・地域が抱える課

題の調査や、その解決方法の提案に向けた探究を進めて

います。今年度は海外での研修を見送ることとしました

が、同様の取り組みを国内で実施できないか検討してい

ます」と話す。

　以上のような工夫をしても、やはり生徒の進路選択や

大学入試に対する懸念は残る。特に高３については、も

ともと大学入学共通テストの導入など入試制度の大きな

変更があった学年である。さらに、新型コロナウイルス

感染拡大による文部科学省の要請により、各大学が試験

日程や実施方法、科目数や出題範囲の変更、追試験や振

替の実施などさまざまな配慮を実施している。しかし、

大学によって配慮する内容が異なるため、生徒が受験す

る大学１件１件についてホームページ等で確認する毎日

だという。

　「例えば面接も、オンライン面接、感染対策を取って学

内で実施など、大学によって対応が異なります。そこで、

生徒一人ひとりと受験する大学を一緒に調べていくとと

もに、手違いがなく確実に受験ができるようにフォロー

していきます。新型コロナウイルス感染症の流行次第で

は今後も変更があると思われますので、進路指導部と高

３の担任団が協力し、情報を見落とさないように気を

配っています」

　また、鐘ヶ江先生は「大学入試を目前に控えた高３に

目が行きがちですが、実はそれ以上に高１・２も心配で

す」と明かす。「今年は多くの大学が学内でのオープン

キャンパスを中止または回数を減らしています。オンラ

インオープンキャンパスのURL一覧を作成して、夏休み

中に２校以上参加するように伝えましたが、特に高１は

一度も大学に行ったことがない生徒もおり、大学の雰囲

気をイメージすることが難しいでしょう。今後、大学へ

の理解を深めるための他の方法も考えなければならない

あったことから、当初の予定にはない取り組みを

行った。

　工学院大学での実験や、他大学の教員を招いた

「出張型体験授業」も、大学教員に実験キットを持っ

て来校してもらい、Zoomを使って実験室と同校の

教室をつないで聴講した。中国から来日できないク

ラスメイトともZoomで繋ぎ、一緒に議論もした。

と思っています」

　このような課題もあるが、鐘ヶ江先生は、今回の事態

を「悪いことばかりではなかった」と前向きに捉える。

「高３の第１回全統共通テスト模試が校内で実施できず、

急遽問題を郵送して自宅受験としたところ、時間がない

中、ほとんどの生徒が答案を返送してくれました。長期

の休校を経験する中で、生徒が自分に今何が必要なのか

を考え、行動するようになってきたのだと思います。他

にも、メールで質問をする際にも『お忙しいところすみ

ません』と教員を気遣う一文を加えるなど、社会性の成

長を感じることができる生徒もいました。オンライン授

業を通して、私たち教員も生徒とともに成長し、今回の

事態を一緒に乗り越えてきたと感じています。きっと、

今年度の卒業式には泣いてしまうと思います」と笑顔で

しめくくった。

工学院大学附属中学校・高等学校

◇所在地：東京都八王子市中野町2647-2

◇沿革：1888（明治21）年　築地に工手学校を開校
1928（昭和 ３）年　校名を工学院に改称
1992（平成 ４）年　工学院大学附属高等学校と改称
1996（平成 ８）年　工学院大学附属中学校を併設

◇学級編成：各学年普通科８クラス

◇生徒数：男子160名、女子64名（2020年9月1日現在）

◇特色：ハイブリッド文理先進コース、ハイブリッド文理コース、ハ
イブリッドサイエンスコース、ハイブリッドインターナショナルコー
スの４コース制。PIL（対話型授業）、PBL（問題解決型授業）、探究
論文などに力を入れ「グローバルな視点をもった、他者と協働でき
る生徒の育成」をめざし、「21世紀型教育」を展開する。オールイン
グリッシュで教科横断のPILとPBLを実施するCLIL（内容言語統合
型学習）、記事で紹介したGlobal ProjectやMoGなど、グローバル
教育にも特色がある。

◇卒業生の進路：2020年３月卒業生258名
・進路：４年制大学194名、短期大学1名、専門学校25名、就

職1名、その他37名
・合格者の内訳（現役生、延数）： 国公立大学5名、私立大学373名、

海外大学11名

＜図＞数学のオンライン授業の様子
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